
2026 （金）

・市民活動やNPOに関わっている方
・助成金や協力者をもっと得たい方
・自分たちの活動をわかりやすく伝えたい方
・団体の取り組みに関わってもらえる人を増やしたい

応用編  全３回｜3回

2.27

市民公益活動団体、NPO法人必見の講座です。

郡山市市民活動サポートセンター

０２４ （９２４） ３３５２

〒963ｰ8601 郡山市朝日一丁目 23 番 7 号

運営受託　特定非営利活動法人うつくしま NPO ネットワーク

　　　　　　　〒963ｰ8834　郡山市小原田二丁目 19 番 19 号

～ こおりやま広域圏の市民公益活動を応援 ～

申込フォーム

人口減少と地域社会そして教育、今、持続可能なまちづくりの現場として「学校」が注目されて
います。 次世代を育むESDを軸に、NPO、学生、企業、行政がそれぞれの専門性を持ち寄り、地
域の課題解決を加速させる仕組みを考えます。 単なる「学校支援」を超えた、新しい地域経営の
カタチを共に描きませんか？

今後の講座のサービス向上に役立てるため、アンケート
へのご協力をお願いします。
ご協力いただいたアンケートは、講座の改善や質の向
上に役立ててまいります。

学校はESD 
学校を巻き込む♦ 

【参加無料】申込フォームよりお申込みください。

の拠点です。
（持続可能な地域を担う人材育成教育）

齋藤  修一　東北地方ＥＳＤ活動支援センター
ＥＳＤ地域コーディネーター

福島県只見町出身。昭和47年4月に教諭として小学校に赴任し、県内各地で勤務
平成11年4月～福島県教育庁義務教育課管理主事、主幹、参事、総括参事（8年）
平成19年4月～福島県南会津町立田島小学校長（2年）平成21年12月～平成29年
11月只見町教育委員会教育長（8年）令和元年5月春の叙勲　瑞宝双光章拝受　
天皇陛下に拝謁。現在：ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム副会長、
東北地方ESD活動支援センター企画運営委員、只見町文化協会会長



2025 年度 市民協働まちづくり塾年間講座

蛭川  靖弘（一財）ふくしま百年基金   副理事長

市民公益活動団体、NPO法人が知っておきたい

「休眠預金制度の概要と活用方法」

2025 年 12 月 16 日（火）
18:00 ～ 19:30

応用編 第１回

2026 年 1 月 20 日（火）
18:00 ～ 19:30

応用編 第２回

2025 年 5 月 20 日（火）
18:00 ～ 19:30

基礎編 第１回
終了

青木  孝弘　   東北公益文科大学公益学部   教授

市民公益活動団体、NPO法人が知っておきたい

「ロジカルシンキング（論理的思考）」
2025 年 6 月 24 日（火）
18:00 ～ 19:30

基礎編 第２回

吉田  正之　   （株）アルマティエ代表取締役

増子  裕昭　   （特非）共創のまちサポート 事業統括

木村  潤子　

原田  淳子   南相馬市市民活動サポートセンター事務局長　

三田  眞理子   こおりやま日本語教室代表　

齋藤  修一　　

   みんなの居場所
   子ども食堂「のんびりキッチン」代表

起業する！♠101人とシェアする本屋を始めました

ネットワークを創る！♠子ども食堂のつながりを創る

運営する！♠SDGｓで広がる、子ども食堂

「起業のいきさつをお話しします！」

「NWの大切さをお話しします！」

「仲間の増やし方をお話しします！」

2025 年 8 月 26 日（火）
18:00 ～ 19:30

実践編 第１回

2025 年 9 月 16 日（火）
18:00 ～ 19:30

実践編 第２回

2025 年 10 月 21 日（火）
18:00 ～ 19:30

実践編 第３回

2026 年 2 月 27 日（金）
18:00 ～ 19:30

応用編 第３回
参加受付中

郡山市市民活動サポートセンター

終了

終了

終了

終了

終了 地域を巻き込む◆

外国の人たちを巻き込む◆

学校を巻き込む◆

このゆびとまれプロジェクトで

多文化共生で世界と社会を広げる

学校はＥＳＤ（持続可能な地域を担う人材育成教育）

の拠点です

実践する災害への備え

東北地方ＥＳＤ活動支援センター・ＥＳＤ地域コーディネーター

終了
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